
け
る
味
に
た
ど
り
着
い

た
。

　

と
こ
ろ
が
創
業
半
年

で
コ
ロ
ナ
…
。「『
終
わ
っ

た
な
』
と
言
わ
れ
ま
し

た
（
苦
笑
）」
が
、
自
社

製
の
醤
油
を
開
発
し
物

販
も
始
め
た
。

　

果
て
の
な
い
自
問
と

努
力
は
続
く
。
そ
の
先

に
目
指
す
の
は
飲
食
店

の
新
し
い
モ
デ
ル
ケ
ー

ス
の
構
築
だ
。
ス
タ
ッ

フ
の
人
生
を
縛
ら
な
い

充
分
な
時
間
と
給
料
を

提
供
す
る
。
そ
う
し
て

初
め
て
、
決
し
て
底
辺

の
仕
事
で
は
な
い
と
胸

を
張
れ
る
。
そ

う
な
ら
ね
ば
な

ら
な
い
。
こ
の

店
は
ロ
ジ
ッ
ク

と
野
望
、
そ
し

て
希
望
の
詰

ま
っ
た
砦
で
も

あ
る
の
だ
。

炭火串焼 灯志（すみびくしやき あかし）
舞鶴市字円満寺145-10　☎0773（60）4202
17:00～23:00（L.O.22:30）／日休

写真の他にも各部位の焼き鳥、ローストビーフやシメ鯖、馬刺しのたてが
みまでラインナップ。バーテンダーを父に持つ法里さん、40歳の節目で
自身も飲食の道に。仕込みの丁寧さは「やりすぎ」とか、「スタッフにも怒
られる（笑）」というレベル。自家製醤油「うま味醤油」は100mlで500円

一
番
人
気
の
「
特
製
つ
く
ね
」
３
９
６
円
、
皮
と
身
の
交
互
打
ち
の
「
京
地
ど
り 

も
も
」
４
８
４
円
、「
京
地

ど
り 

む
ね
」４
１
８
円（
い
ず
れ
も
２
本
）

ロ
ジ
ッ
ク
を
纏
っ
た
味
で

飲
食
店
の
仕
組
み
を
変
え
た
い

　

創
業
は
２
０
１
９
年

５
月
。「
客
の
立
場
で
は

思
っ
て
い
た
わ
け
で
す
。

『
も
っ
と
こ
う
し
た
ら
良

い
の
に
』
と
」。
店
主
の

法
里
一
志
さ
ん
は
、
そ

の
芯
を
ロ
ジ
ッ
ク
で
補

強
し
コ
ン
セ
プ
ト
を
立

て
創
業
し
た
。

　

舞
鶴
と
い
う
商
圏
、

普
通
の
居
酒
屋
で
は
な

い
夜
店
。
そ
し
て
炭
火

串
焼
き
を
選
ぶ
。
土
地

柄
、
焼
き
場
に
匂
い
が

移
ら
な
い
程
度
の
魚
介

類
は
品
書
き
に
加
え
た

が
、
メ
イ
ン
は
肉
だ
。

そ
し
て
推
さ
れ
る
店
に

な
る
た
め
に
は
「
こ
こ

ま
で
や
ら
ね
ば
」
と
い

う
ラ
イ
ン
が
あ
る
。
と

に
か
く
手
間
を
軽
視
し

な
い
。
料
理
は
手
仕
込

み
。
鮮
度
重
視
の
京
地

鶏
も
ブ
ロ
イ
ラ
ー
も
、

等
し
く
串
打
ち
は
手
打

ち
。
ム
ネ
に
せ
よ
モ
モ

に
せ
よ
、肉
・
皮
・
肉
・
皮
・

肉
と
い
う
順
で
手
間
を

か
け
て
打
つ
。

　

タ
レ
に
も
心
を
砕
い

た
。
甘
さ
に
は
和
三
盆

が
適
し
て
い
る
と
突
き

止
め
、
名
店
に
頼
み
込

ん
で
わ
ず
か
数
ｇ
分
け

て
も
ら
っ
た
タ
レ
を
自

ら
の
舌
で
分
解
し
、
一

般
的
な
レ
シ
ピ
と
の
差

を
見
極
め
、
甘
く
て
重

い
が
、
キ
レ
の
良
い
抜

確
定
申
告
だ
け
で
は
な
く

償
却
資
産（
固
定
資
産
税
）も

調理師業務従事者届　年明けすぐ、提出をお忘れなく

　

毎
年
１
月
は
固
定
資

産
税
（
償
却
資
産
）
の

申
告
月
と
な
っ
て
お
り
、

法
定
申
告
期
限
は
１
月

31
日
。

　

固
定
資
産
税
は
、
土

地
・
家
屋
の
ほ
か
償
却

資
産
（
事
業
用
資
産
）

に
つ
い
て
課
税
の
対
象

と
な
る
。
償
却
資
産
と

は
事
業
を
経
営
す
る
た

め
に
使
用
し
て
い
る
構

築
物
、
機
械
・
装
置
や

工
具
・
器
具
・
備
品
な

ど
の
こ
と
で
、
法
律
で

毎
年
１
月
１
日
現
在
の

京
都
市
内
に
あ
る
事
業

用
資
産
の
所
有
状
況
を

申
告
す
る
必
要
が
あ
る
。

２
０
２
４
Ｓ
ｅ
ｅ
Ｌ
フ
ェ
ア

雨
後
の
秋
晴
れ
で
爽
や
か
に

　調理業務に従事する調理師は、調理師法に
より、2年に1度の調理師業務従事者届の届出
が義務づけられている。対象年度の12月31日
に調理業務に従事している者は就業地の都道

府県に提出が必要となる。届出時期は令和7年
1月1日～15日（令和6年12月31日現在の状況
を届出）。
　新年明けてすぐになるが、お忘れなきよう。

【問い合わせ】資格試験・免許課（本部事務局）
〒530-0005 大阪市北区中之島5丁目3番51号 大阪府立国際会議場11階　☎06（4803）5669［受付時間］平日9:30～17:00

【問い合わせ】京都市行財政局税務部資産税課（償却資産担当）
〒604-8171 京都市中京区烏丸通御池下ル虎屋町566番地の1 井門明治安田生命ビル5階　☎075（213）5214

春
秋
会
が
定
期
総
会

な
ら
び
に
研
修
会
を
開
催

　

去
る
令
和
６
年
11
月

８
日
（
金
）、
春
秋
会
が

秋
季
総
会
な
ら
び
に
研

修
会
な
ど
を
行
っ
た
。

各
組
合
の
事
務
局
員
ら

お
よ
そ
30
名
が
参
加
、

午
前
10
時
か
ら
は
京
都

迎
賓
館
を
見
学
し
、
午

後
12
時
に
は
「
京
料
理

や
ま
の
」
に
お
い
て
、

研
修
会
と
懇
親
会
を

行
っ
た
。

　

研
修
会
で
は
、
い
ま

だ
一
本
化
と
は
な
ら
な

い
「
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
と

健
康
保
険
証
」「
Ｋ
Ｉ
Ｃ

Ｓ
カ
ー
ド
」「
労
災
保
険

の
特
別
加
入
制
度
」「
雇

用
動
向
と
法
改
正
」
な

ど
、
飲
食
店
営
業
に
直

結
す
る
事
項
に
つ
い
て

レ
ク
チ
ャ
ー
を
受
け
た
。

　

開
会
の
挨
拶
で
は
満

田
勲
会
長
が
先
の
日
米

の
国
政
選
挙
に
触
れ
、

「
世
の
中
の
変
化
に
対
応

し
て
い
き
た
い
」
と
述

べ
、
研
修
後
は
同
店
で

懇
親
会
が
行
わ
れ
、
午

後
２
時
30
分
頃
に
閉
会

と
な
っ
た
。

飲食店経営における償却資産の例
店舗で使用する厨房設備、調理用器具やテナントとして入居
した店舗に施工した内装、看板など。

申告するものは…
１月１日現在の資産の種類・数量・取得年月日 ・取得価額・
耐用年数など課税に必要な事項を申告。

申告書の提出方法は…
❶ 窓口持参　❷ 郵送
❸ 電子申告（PCから申告データ送信。印刷・郵送代不要）

詳しくはこちら!CHECK!!

京都市 償却資産 検索

「食べるべき逸品」と銘打った国産ロースステーキ100g 1890円（写真は
200g 3780円）も名代のひとつ。横に添えた謹製の醤油＋わさびが肉
の脂にむちゃくちゃ合う。「つぶ貝」538円、「ほたて」528円、「えび」
528円（いずれも2本）などの魚介も抜け目なくラインナップ

　

去
る
令
和
６
年
11
月
３
日

（
祝
）、 

京
都
Ｓ
ｅ
ｅ
Ｌ
フ
ェ
ア

が
開
催
さ
れ
た
。
本
年
度
も

京
都
府
立
植
物
園
で
開
催
さ

れ
る
府
民
交
流
フ
ェ
ス
タ
内

で
併
催
と
い
う
形
で
行
わ
れ
、

く
す
の
き
並
木
に
各
組
合
の

テ
ン
ト
が
並
び
、
京
都
府
中

華
料
理
生
活
衛
生
同
業
組
合
、

京
都
府
喫
茶
飲
食
生
活
衛
生

同
業
組
合
、
さ
ら
に
京
都
府

飲
食
業
生
活
衛
生
同
業
組
合
、

京
都
府
寿
司
生
活
衛
生
同
業

組
合
も
参
加
し
、
そ
れ
ぞ
れ

福
袋
を
用
意
、
開
始
10
分
で

完
売
し
た
組
合
も
。

　

入
園
無
料
と
な
っ
た
京
都

府
立
植
物
園
に
は
、
の
べ
で

９
５
６
２
人
の
来
園
者
が

あ
っ
た
と
い
う
。

　

前
日
ま
で
の
季
節
外
れ
の
台

風
接
近
に
心
配
も
あ
っ
た
が
、

当
日
は
好
天
と
な
り
盛
況
と

な
っ
た
。（
関
連
記
事
二
面
）

電子申告（eLTAX）
京都市 eLTAX 検索

連合会ではKICSカードの団体取り扱いを行うとともに、普及を
進めています。クレジットカードの利用が増加している昨今、
KICSは便利なだけでなく、手数料率や入金頻度など、本当に使え
ます。メリット多数です。

クレジットカードKICS
取り扱い
やってます

加入のお問い合わせは京都料理飲食業組合連合会 075(252)0287

京  都  料  理  飲  食  新  聞（１）２０２４年（令和６年）１２月１０日 （毎月一回１０日発行） 平成６年３月７日 第三種郵便物認可 第３７６号

https://www.kyo-ryoinren.com

京   都   料   理   飲   食   新   聞
京都府料理飲食業組合連合会　〒604-0951 京都市中京区二条通富小路東入ル 京都料飲国保会館2F　TEL.075-252-0287　FAX.075-252-0288　発行人：園部平八　編集人：竹中 聡
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京
都
府
飲
食
業
生
活
衛
生

同
業
組
合

京
都
市
中
京
区
二
条
通
富
小
路
東
入
ル 

京
都
料
飲
国
保
会
館
３
Ｆ

﹇
Ｔ
Ｅ
Ｌ
﹈０
７
５（
２
５
２
）３
１
４
５

﹇
Ｆ
Ａ
Ｘ
﹈０
７
５（
２
５
２
）０
６
６
８

営
業
経
営
研
修
会
、
功
労
者
表
彰
式

表
彰
の
受
章
者
が
相
次
ぐ

京
都
府
中
華
料
理

生
活
衛
生
同
業
組
合

京
都
市
中
京
区
二
条
通

富
小
路
東
入
ル

京
都
料
飲
国
保
会
館
３
Ｆ

﹇
Ｔ
Ｅ
Ｌ
＆
Ｆ
Ａ
Ｘ
﹈

０
７
５（
２
２
２
）２
５
８
０

恒
例
の
福
知
山
マ
ラ
ソ
ン
に

販
売
ブ
ー
ス
設
置
な
ど
で
参
加

　

去
る
令
和
６
年
11
月

23
日
（
土
）、
第
32
回
福

知
山
マ
ラ
ソ
ン
が
三
段

池
公
園
を
発
着
点
に
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
は
福
知
山
城
が

見
え
る
コ
ー
ス
に
一
部
変

更
さ
れ
、
晩
秋
の
丹
波

路
を
４
０
０
０
人
の
ラ
ン

ナ
ー
が
疾
走
し
ま
し
た
。

　

福
知
山
市
料
理
飲
食

業
連
合
会
は
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
弁
当

（
助
六
寿
司
）
約
８
０
０

食
を
早
朝
か
ら
作
り
ま

し
た
。

　

三
段
池
公
園
で
は
料

理
飲
食
業
連
合
会
ブ
ー

ス
を
出
店
し
、
う
ど
ん
・

肉
ま
ん
・
寿
司
・
ま
ぜ
ご

飯
を
提
供
し
ま
し
た
。

　

前
日
か
ら
の
雨
で
心

配
し
ま
し
た
が
、
ス
タ
ー

ト
す
る
頃
に
は
雨
も
上

が
り
、
週
末
の
土
曜
日

と
い
う
こ
と
も
あ
り
と

て
も
賑
や
か
で
、
用
意

し
た
品
物
が
す
ぐ
に
完

売
す
る
ほ
ど
で
し
た
。

会
員
の
皆
様
ご
苦
労
様

で
し
た
。

福
知
山
市
料
理
飲
食
業

連
合
会 

副
会
長土

橋
雅
人

　

去
る
令
和
６
年
11
月

21
日
（
木
）、
京
都
ガ
ー

デ
ン
パ
レ
ス
に
お
い
て
、

「
令
和
６
年
度 

生
活
衛

生
営
業
経
営
研
修
会
・

生
活
衛
生
功
労
者
表
彰

式
及
び
交
流
会
」
が
開

催
さ
れ
た
。
研
修
会
で

は
、
賀
茂
別
雷
神
社
（
上

賀
茂
神
社
）
宮
司 

髙
井

俊
光
氏
の
「
上
賀
茂
神

社
の
魅
力
」
に
つ
い
て

講
演
が
あ
っ
た
。

　

ま
た
、
表
彰
式
で
は

京
都
府
知
事
表
彰
を
伏

見
料
理
飲
食
業
組
合
理

事
長
（
当
組
合
監
事
）

の
恒
川
浩
史
氏
が
受
賞
、

ま
た
、
京
都
府
生
活
衛

生
同
業
組
合
協
議
会
会

長
表
彰
を
東
山
料
理
飲

食
業
組
合
（
当
組
合
理

事
）
の
井
上
健
氏
が
受

賞
し
た
。

　

先
だ
っ
て
去
る
10
月

に
ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
オ
ー

タ
ニ
で
厚
生
労
働
大
臣

表
彰
を
受
賞
し
た
右
京

料
理
飲
食
業
組
合
理
事

長
（
当
組
合
副
理
事
長
）

福
井
県
に
て
全
国
大
会
に
参
加

来
年
は
、
ぜ
ひ
皆
さ
ん
も

令
和
６
年
度

生
活
衛
生
功
労
者
表
彰
受
賞

知事表彰
杉山公和 副理事長

　

去
る
令
和
６
年
10
月

21
日
（
月
）・
22
日
（
火
）

の
両
日
、
第
55
回
全
国

大
会
が
福
井
県
中
華
料

理
生
活
衛
生
同
業
組
合

主
管
で
、
ホ
テ
ル
フ
ジ

タ
福
井
に
て
行
わ
れ
ま

し
た
。
参
加
者
は
２
０

０
名
を
超
え
、
盛
大
に

実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

前
日
の
10
月
21
日
に

は
代
表
者
会
議
に
上
野

理
事
長
が
、
22
日
の
午

前
に
は
企
画
委
員
会
に

各
都
道
府
県
の
理
事
長

や
企
画
委
員
が
参
加
さ

れ
会
議
に
臨
み
ま
し
た
。

　

午
後
か
ら
の
開
会
式

典
で
は
、
福
井
県
の
理

事
長
、
全
中
連
の
光
森

会
長
の
挨
拶
で
お
祝
い

や
激
励
を
述
べ
ら
れ
ま

し
た
。
大
会
宣
言
や
大

会
の
テ
ー
マ
は
「
未
来

に
向
け
て
中
華
の
魅
力

を
」
で
す
。
中
華
料
理

の
魅
力
を
発
信
し
、
未

来
に
向
け
て
中
国
四
千

年
の
歴
史
に
相
応
し
い

業
界
に
邁
進
し
、
後
継

者
、
消
費
者
に
魅
力
を

感
じ
て
い
た
だ
け
る
中

華
料
理
の
更
な
る
進
展

を
願
う
も
の
で
す
。

　

今
大
会
か
ら
コ
ン
パ

ク
ト
な
大
会
を
目
指
し

て
開
催
さ
れ
ま
し
た
が
、

全
国
の
皆
さ
ん
が
一
堂

に
会
す
る
大
会
で
、
親

交
を
深
め
、
語
り
合
い
、

未
来
へ
と
繋
げ
る
た
め

の
契
機
と
し
よ
う
と
力

強
い
意
見
が
述
べ
ら
れ
、

各
議
題
を
参
加
者
全
員

一
致
で
採
択
し
ま
し
た
。

　

交
流
会
で
は
、
日
本

海
の
食
材
を
盛
り
込
ん

だ
料
理
を
囲
み
な
が
ら
、

全
国
の
中
華
の
仲
間
と

の
交
流
を
深
め
、
楽
し

む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
会
場
の
ロ
ビ
ー

で
は
福
井
県
の
物
産
展

や
商
社
に
よ
る
近
代
化

店
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
全
国
大
会
に

参
加
し
て
、
改
め
て
「
中

華
料
理
の
魅
力
を
未
来

に
向
け
て
発
信
し
、
中

華
料
理
の
更
な
る
進
展

を
願
う
も
の
で
す
」
と

い
う
指
針
を
実
感
で
き
、

有
意
義
で
充
実
し
た
大

会
で
し
た
。

　

次
年
度
第
56
回
大
会

は
「
以
食
伝
愛
」
を
テ
ー

マ
に
埼
玉
県
に
て
開
催

予
定
で
す
の
で
、
年
に

一
度
の
交
流
に
、
あ
な

た
も
参
加
し
て
み
て
は

ど
う
で
し
ょ
う
か
。

常
務
理
事 

松
下
貞
幹

の
石
谷
彰
男
氏
、
亀
岡

料
飲
連
合
会
元
会
長
（
当

組
合
副
理
事
長
）
の
横

山
由
数
氏
の
紹
介
も
行

わ
れ
た
。

　

表
彰
式
終
了
後
に
は

受
賞
者
を
囲
み
、
和
や

か
な
雰
囲
気
の
中
で
交

流
会
が
開
催
さ
れ
た
。

京
都
Ｓ
ｅ
ｅ
Ｌ
フ
ェ
ア

飲
食
生
衛
も
久
々
に
参
加

　

 

去
る
令
和
６
年
11
月

３
日
（
祝
）
に
開
催
さ
れ

た
京
都
Ｓ
ｅ
ｅ
Ｌ
フ
ェ
ア

に
、
今
年
は
せ
い
え
い

お
楽
し
み
福
袋
販
売
に

当
組
合
が
参
画
し
た
。

中
谷
青
年
部
長
を
中
心

に
福
袋
商
品
の
選
定
か
ら

販
売
に
つ
い
て
企
画
。

福
袋
は
、「
プ
レ
ミ
ア
ム

ビ
ー
フ
カ
レ
ー
、
焼
肉
の

た
れ
、
あ
さ
り
し
ぐ
れ
煮
、

鹿
生
姜
味
噌
」
の
４
品

を
１
袋
１
０
０
０
円
で

１
０
０
個
用
意
、
中
華
、

喫
茶
、
寿
司
ら
各
生
衛

と
並
ん
で
く
す
の
き
並

木
に
ブ
ー
ス
を
展
開
、

午
後
１
時
頃
に
福
袋
は

完
売
と
な
っ
た
。

　

同
フ
ェ
ア
は
京
都
府
立

植
物
園
に
て
毎
年
同
日

に
行
わ
れ
て
い
る
府
民
交

流
フ
ェ
ス
タ
に
組
み
込
ま

れ
、
園
内
の
く
す
の
き

並
木
に
各
生
衛
組
合
が

テ
ン
ト
を
張
っ
て
出
店
、

「
せ
い
え
い
お
楽
し
み
福

袋
」
を
販
売
、
な
ら
び
に

各
組
合
の
存
在
意
義
な

ど
を
府
民
に
説
明
、
理

解
を
広
げ
る
こ
と
を
目

的
と
す
る
も
の
。

　

季
節
外
れ
の
台
風
の
接

近
で
、
前
日
ま
で
の
雨
模

様
の
せ
い
か
、
昨
年
よ
り

も
若
干
来
場
者
は
減
少

し
た
も
の
の
毎
年
、
福
袋

は
人
気
で
、
終
了
時
間

ま
で
に
ほ
ぼ
売
り
切
る
の

が
恒
例
と
な
っ
て
い
る
。

京  都  料  理  飲  食  新  聞２０２４年（令和６年）１２月１０日 （毎月一回１０日発行） 平成６年３月７日 第三種郵便物認可 第３７６号 （２）



京
都
府
料
理
生
活
衛
生
同
業
組
合

京
都
料
理
組
合

京
都
市
中
京
区
二
条
通
富
小
路
東
入
ル 

京
都
料
飲
国
保
会
館
１
Ｆ

﹇
Ｔ
Ｅ
Ｌ
﹈０
７
５（
２
２
１
）５
８
３
３　
﹇
Ｆ
Ａ
Ｘ
﹈０
７
５（
２
５
２
）４
６
３
９

歌
舞
練
場
に
て
開
催

芽
生
会
70
周
年
記
念
式
典

　

去
る
令
和
６
年
10
月

29
日
（
火
）、
祇
園
甲
部

歌
舞
練
場
に
お
い
て
、

第
70
回
全
国
芽
生
会
連

合
会 

京
都
大
会
、
並
び

に
京
都
料
理
芽
生
会 

創

立
70
周
年
記
念
式
典
が

行
わ
れ
た
。
京
都
で
の

大
会
は
５
回
目
と
な
る
。

　

会
場
に
は
ホ
ス
ト
会

で
あ
る
京
都
料
理
芽
生

会
の
会
員
を
含
め
、
全

国
の
芽
生
会
の
面
々
お

よ
そ
３
５
０
名
が
集
ま

り
、
関
係
各
社
、
賛
助

商
会
が
ブ
ー
ス
を
展
開
、

食
材
や
調
味
料
の
展
示

な
ど
を
行
っ
た
。

　

文
化
庁
、
京
都
府
、

京
都
市
の
協
力
も
得
、

式
典
に
は
都
倉
俊
一
文

化
庁
長
官
、
西
脇
隆
俊

京
都
府
知
事
、
松
井
孝

治
京
都
市
長
が
揃
っ
て

参
加
。

　

五
百
木
健
次 

全
国
芽

生
会
連
合
会
理
事
長
は

「
能
へ
の
チ
ャ
リ
テ
ィ
企

画
な
ど
、
チ
ャ
レ
ン
ジ

を
行
っ
て
き
た
。
世
代

交
代
、
会
員
増
強
を
図
っ

て
い
き
た
い
」
と
、
髙

橋
義
弘 

京
都
料
理
芽
生

会
会
長
は
「
結
束
力
を

も
っ
て
当
た
り
前
じ
ゃ

な
か
っ
た
こ
と
を
当
た

り
前
に
し
て
き
た
」
と

挨
拶
。

　

都
倉
文
化
庁
長
官
は

「
良
い
物
は
発
展
し
、
評

価
を
得
る
。
和
食
も
そ

う
。
海
外
の
映
画
人
た

ち
は
来
日
時
の
和
食
を

楽
し
み
に
し
て
い
て
、

行
き
つ
け
の
店
も
持
っ

て
い
る
」
と
祝
辞
を
述

べ
た
。

　

式
典
の
後
は
第
一
部

に
生
間
流
式
庖
丁
の
披

露
、
第
二
部
に
金
剛
流

若
宗
家 

金
剛
龍
謹
氏
、

書
道
家
・
写
真
家 

池
坊

専
宗
氏
、
聖
護
院
八
ッ

橋
専
務
取
締
役 

鈴
鹿
可

奈
子
氏
、
瓢
亭
15
代
当

主 

髙
橋
義
弘
氏
に
よ
る

「
京
文
化
と
食
の
未
来
」

と
題
し
た
ク
ロ
ス
ト
ー

ク
、
第
三
部
に
は
祇
園

甲
部
の
芸
妓
ら
に
よ
る

手
打
が
披
露
さ
れ
、
盛

況
の
う
ち
に
お
開
き
と

な
っ
た
。

令
和
６
年
度
上
半
期

被
保
険
者
は
増
加
！

　

料
飲
国
保
組
合
の
被

保
険
者
数
は
、
減
少
傾

向
に
あ
り
ま
し
た
が
、

今
年
度
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
の
更
新
や
新
し
い
加

入
促
進
リ
ー
フ
レ
ッ
ト

等
も
作
成
し
て
、
各
所

属
組
合
で
も
大
い
に
取

り
組
ん
で
い
た
だ
い
た

結
果
、
令
和
６
年
度
の

上
半
期
（
４
月
〜
６
月
）

は
、
家
族
員
が
56
名
減

少
し
た
一
方
で
、
事
業

主
が
５
名
、
従
業
員
が

77
名
増
加
し
て
、
被
保

険
者
全
体
で
は
26
名
の

増
加
に
な
り
ま
し
た
。

特
徴
と
し
て
は
、
チ
ェ
ー

ン
店
（
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ

ズ
店
）
等
の
加
入
が
あ

り
ま
す
。
ひ
き
続
き
、

料
飲
国
保
を
広
め
新
規

加
入
促
進
の
取
組
へ
の

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

今
か
ら
、
予
定
を

お
願
い
し
ま
す

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
・
新

型
コ
ロ
ナ
等
の
感
染
対

策
を
し
っ
か
り
、
健
康

に
冬
を
乗
り
切
り
ま

し
ょ
う
！

組
合
会
に
併
せ
て
各
組
合

代
表
者
会
議
も
開
催
し
ま

す
。（
終
了
後
に
、
意
見
交

換
会
を
予
定
）

　

去
る
令
和
６
年
10
月

17
日
（
木
）、
京
都
府
旅

館
会
館
（
京
都
市
中
京

区
）
に
お
い
て
、
令
和

６
年
度
第
１
回
料
飲
国

保
事
務
担
当
者
研
修
会

を
、「
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
形

式
」（
会
場
：
10
組
合
15

名
参
加
、
リ
モ
ー
ト
：

７
組
合
９
名
参
加
）
で

開
催
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
会
議
で
は
、

12
月
２
日
の
「
健
康
保

険
証
」
の
「
マ
イ
ナ
保

険
証
」
へ
の
移
行
を
前

に
、
12
月
２
日
以
降
の

資
格
取
得
や
資
格
喪
失
・

変
更
届
出
、
再
交
付
申

請
等
の
事
務
手
続
き
に

つ
い
て
説
明
を
行
い
ま

し
た
。
国
か
ら
指
示
が

な
い
も
の
も
あ
り
、
現

時
点
で
判
っ
て
い
る
も

の
に
つ
い
て
、
新
し
い

様
式
の
例
も
交
え
て
の

話
が
あ
り
ま
し
た
。

　

12
月
２
日
か
ら
医
療

機
関
に
受
診
す
る
時
は
、

現
行
の
「
健
康
保
険
証
」

（
有
効
期
限
が
令
和
７
年

11
月
30
日
）
と
、「
マ
イ

ナ
保
険
証
」、「
資
格
確

認
書
」
の
３
通
り
の
場

合
が
想
定
さ
れ
ま
す
。

「
マ
イ
ナ
保
険
証
」
の
登

録
状
況
は
料
飲
国
保
組

合
が
確
認
し
て
、「
マ
イ

ナ
保
険
証
」
の
登
録
が

無
い
方
に
は
、
申
請
無

し
に
「
資
格
確
認
書
」

を
交
付
す
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。

　

ま
た
、「
高
額
医
療
費

の
自
己
負
担
限
度
額
」

に
つ
い
て
も
説
明
が
あ

り
、
高
額
な
医
療
費
が

増
加
し
て
い
る
中
で
、

被
保
険
者
の
自
己
負
担

額
の
増
加
を
抑
え
る
た

め
に
料
飲
国
保
の
負
担

が
増
加
す
る
仕
組
み
等

に
つ
い
て
も
理
解
を
深

め
ま
し
た
。

国
保
事
務
担
当
者
研
修
会

ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
で
開
催
！

生
活
衛
生
功
労
者
表
彰

令
和
６
年
11
月
21
日
（
木
）

於
：
京
都
ガ
ー
デ
ン
パ
レ
ス

中
央
会
表
彰

左　

敏
泰（
辰
巳
屋
）

知
事
表
彰

寺
田
紳
一（
西
陣
魚
新
）

会
長
表
彰

小
西
將
清（
萬
亀
楼
）

京
都
市
伝
統
産
業

「
未
来
の
名
匠
」
認
定

令
和
６
年
12
月
16
日
（
月
）

於
：
京
都
市
役
所 

正
庁

認
定
者

遠
藤
大
輔（
京
料
理 

藤
や
）

第480号

京
都
料
理
飲
食
業
国
民
健
康
保
険
組
合

編
集
人　

石
谷
彰
男

京
都
市
中
京
区
二
条
通
富
小
路
東
入
ル

Ｔ
Ｅ
Ｌ　

０
７
５（
２
５
６
）３
３
２
６

Ｆ
Ａ
Ｘ　

０
７
５（
２
５
６
）６
４
３
８

Ａ１：「健康保険証」が「マイナ保険証」に切り替わっても、健
康保険の資格は料飲国保のままです。今までのとおり、住所
や氏名変更等の手続きは、各市区町村に届けるとともに、必
ず、各所属組合を通して料飲国保組合に届け出る必要があり
ますので、忘れないようにお願いします。

マイナ保険証についての
質問にお答えします

Ｑ１：12月２日以降、「マイナ保険証」に切り替
わったら、健康保険は国が統一して行うので、
料飲国保を辞めなければならないのですか？

Ａ２：「健康保険証」が「マイナ保険証」に切り替わっても、健
康保険の資格喪失や新規加入の手続きは、自動的にはなりま
せん。今までのとおり、自ら（事業主）が「資格喪失届」や「資格
確認届」を、各所属組合を通して料飲国保組合に届け出る必要
がありますので、忘れないようにお願いします。

Ｑ２：飲食店の従業員が退職して他の会社に転職すること
になりました。その会社の健康保険は協会けんぽとのこと
です。「マイナ保険証」に切り替わったら、手続きは要らな
いと聞きましたが、加入の手続きはどうなるのですか？

第
１
８
８
回

　
　
　
　

  

通
常
理
事
会

令
和
７
年
２
月
13
日（
木
）

午
後
２
時
30
分
〜

会
場：京
都
府
旅
館
会
館

第
１
４
９
回

　
　
　
　

  

通
常
組
合
会

令
和
７
年
３
月
４
日（
火
）

午
後
３
時
〜

会
場：ホ
テ
ル
モ
ン
ト
レ
京
都

被保険者の状況 （人）

被保険者

R4.3.31

R5.3.31

R6.3.31

R6.9.30
R6年4月
～9月増減

事業主 従業員 家族員

6,372

6,517

6,057

6,083

26

1,390

1,459

1,320

1,325

5

1,836

1,902

1,836

1,913

77

3,146

3,156

2,901

2,845

△56

7,000

6,000

5,000

4,000

3,000

2,000

1,000

0

被保険者の状況（R4～R6）

被保険者

□R4.3.31 ■R5.3.31 ■R6.3.31 ■R6.9.30

事業主 従業員 家族員
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果てない優しさに応えて
一晩、漬けてみよう

丹後ジャーキー

　同社が昆布などのいわゆる乾物を扱う会社
であること。魚を食べる家庭が少なくなった
こと。そのためにリリースした袋を開けたらす
ぐ食べられるへしこがあり（同欄 8月号参
照）、今回はさらに一歩踏み込んだユニーク
な食材だ。「『ふぐのジャーキーや鮭とばはあ
るのに、へしこにはないよね…』と、当社の
社長が10年ぐらい温めていた商品でして」と
同社の中野登美部長。満を持して、スライス
したへしこに燻製風味の調味液を少々加え、
乾燥室で一定の温度で乾燥させ、何度も試
作を繰り返して完成させた。販売を開始した
のがコロナど真ん中の2021年。新たなライ
ンナップはアメコミ風のパッケージがジャー
キーとよく似合うし、クナイ代わりに商品を
握ったくの一キャラクターもイイ。「焼かなく
ても食べられます」から「手でツマんで食べて
もらえます」というスナック的な進化形だ。コ
ロナ禍では家飲み需要にも応えただろう。そ
の果てない優しさに応えて、一手間かけてみ

よう。昆布の一番ダシに水、酢、醤油、塩などを加えてキュウリ
を漬けた。へしこの塩分を鑑み、漬けダシの濃さは通常より半分
ぐらいに。キュウリを噛み進めると最後にへしこのコクというか、
サッパリ感の後にコッテリした旨味がやってくる。ミョウガや生姜
を添えてもいい。もちろん、フレーク状になったへしこも添えて。

天下無双たこ焼き鳳 ととまーと店
（てんかむそう たこやき おおとり ととまーとてん）

宮津市漁師1775-25　TEL.070（8943）5579

西田  佳奈
Nishida  Kana

＼ ／

アルバイトから正社員になって 5年。飲食業の経験も
あったが、「調理器具も特殊ですしね。イベント出店
時に油抜きで焼いて焦がして大将に怒られたり（笑）」。
そもそも同店のたこ焼きの大ファン。「お客さんに対し
ては『この美味さ、分かりますよね！』という同志的
な嬉しさ（笑）」。焼きながら自分でも美味しそう、と
思う、素敵な職場だ。

取材協力：崎田商事株式会社　舞鶴市竹屋95番地　☎0773（75）0105

子
育
て
に
も
全
力
で
奮
闘
中

　
　
　

3
歳
で
既
に
こ
の
味
の

　
　
　
　
　
　
　
大
フ
ァ
ン
で
す
！

左）「TANGO JERKY」648円（25g）。
ジャーキーの語源は南米の先住民のケ
チュア語の「チャルケ」が英語に転化し
たものとか。ちなみにこのパッケージ、
何故か男子ウケが良いそうだ
右）本品1袋でキュウリ10本か、それ以
上でも作れる。写真はキュウリ1本分で、
580円で出しても原価率は低めだ。漬
け時間はしっかりへしこの風味を出す
には36時間ぐらいがベストかも

差
し
入
れ
と
か
、
奥
様
口
コ
ミ
と
か

何
し
ろ
根
こ
そ
ぎ
繋
が
り
た
い（
笑
）

　

今
年
５
月
の
総
会
で
、

支
部
長
も
交
代
、
そ
の

タ
イ
ミ
ン
グ
で
副
支
部

長
に
な
り
ま
し
た
。
当

店
は
料
理
屋
に
な
っ
て

も
う
す
ぐ
50
年
、
そ
れ

以
前
は
祖
父
が
魚
屋
を

や
っ
て
ま
し
て
、
そ
の

創
業
か
ら
で
す
と
、
な

ん
や
か
ん
や
で
ボ
チ
ボ

チ
１
０
０
年
に
な
る
は

ず
で
す
。

　

当
時
の
魚
屋
と
い
う

の
は
、
ご
要
望
に
応
じ

て
捌
き
も
す
る
し
、
何

な
ら
料
理
も
し
て
売
る

ん
で
す
。
天
ぷ
ら
ま
で

や
っ
て
ま
し
た
ね
。
と

に
か
く
祖
父
は
働
い
て

い
る
と
こ
ろ
し
か
見
た

記
憶
が
な
い
で
す
。
毎

朝
４
時
に
は
起
き
て
、

七
条
の
中
央
市
場
ま
で

自
転
車
で
リ
ヤ
カ
ー
を

引
い
て
仕
入
れ
に
行
っ

て
ま
し
た
。
自
転
車
で

す
よ
！
ど
ん
だ
け
健
脚

や
、
と
（
笑
）。

　

と
も
あ
れ
、
魚
屋
と

い
う
て
も
そ
ん
な
業
態

で
す
か
ら
、
そ
の
う
ち

に
仕
出
し
を
や
る
よ
う

に
な
っ
て
、
料
理
屋
に

…
と
い
う
流
れ
で
す
ね
。

　

組
合
に
は
父
の
代
で

入
ら
せ
て
い
た
だ
い
た

と
思
う
ん
で
す
が
、
実

は
私
は
30
歳
で
家
業
に

就
い
て
い
て
、
デ
ビ
ュ
ー

が
遅
い
ん
で
す
。
な
の

で
あ
ま
り
詳
し
く
は
な

か
っ
た
で
す
ね
。
福
井

の
大
学
に
進
学
し
ま
し

て
、
夜
の
バ
イ
ト
を
や
っ

て
ま
し
て
ね
。
バ
ー
と

か
、
モ
テ
た
時
代
で
す

よ
（
笑
）。
卒
業
後
は
サ

ラ
リ
ー
マ
ン
も
し
た
ん

で
す
が
、
結
局
福
井
に

戻
り
ま
し
た
。

　

た
だ
、
そ
の
祖
父
と

の
約
束
が
あ
り
ま
し
た

ん
で
、
30
歳
で
家
に
戻

り
ま
し
た
。
で
す
の
で

外
に
修
業
に
出
た
わ
け

で
も
な
く
て
、
当
時
の

料
理
人
に
教
わ
る
わ
け

で
す
。
そ
の
料
理
人
も

引
退
し
て
か
ら
は
あ

り
っ
た
け
の
知
恵
を

使
っ
て
で
す
ね
（
笑
）、

仲
買
さ
ん
や
業
者
さ
ん

に
助
け
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　

家
業
に
戻
っ
て
20
年

ほ
ど
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で

し
ょ
う
か
、
コ
ロ
ナ
で

す
。
良
く
も
悪
く
も
転

機
に
は
な
り
ま
し
た
ね
。

「
出
汁
巻
き
１
本
か
ら
で

も
配
達
し
ま
す
」
と
。

弁
当
に
も
力
を
入
れ
ま

し
て
ね
。
見
せ
方
と
い

う
か
、
弁
当
に
は
絶
対

に
マ
グ
ロ
を
、
そ
れ
も

ト
ロ
と
か
良
い
ヤ
ツ
を

入
れ
る
ん
で
す
。
30
人

と
か
40
人
の
集
ま
り
が

あ
れ
ば
、
そ
れ
だ
け
の

人
に
料
理
を
見
て
も
ら

え
る
わ
け
で
す
か
ら
、

こ
れ
は
非
常
に
大
事
な

こ
と
や
な
、
と
。

　

法
事
や
宴
会
の
減
少

は
、
街
な
か
の
方
が
如

実
だ
と
は
思
う
ん
で
す

が
、
ま
だ
こ
の
あ
た
り

は
減
っ
た
な
り
に
も
需

要
は
あ
り
ま
す
。
テ
イ

ク
ア
ウ
ト
や
弁
当
に
注

力
し
つ
つ
、
例
え
ば
葬

儀
屋
さ
ん
と
か
と
話
を

す
る
。
ま
ぁ
営
業
で
す
。

特
に
久
御
山
か
ら
近
い

八
幡
、
淀
あ
た
り
は
や

は
り
店
の
数
が
薄
い
の

で
、
広
告
を
入
れ
て
、

そ
れ
が
根
付
き
だ
し
た

感
は
あ
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
で
す
ね
、
法

事
で
ご
利
用
い
た
だ
い

た
お
客
さ
ん
の
と
こ
ろ

に
、
後
日
、
当
店
の
名

代
で
も
あ
る
熱
々
の
だ

に
聞
き
ま
し
た

京
都
府
飲
食
業
生
活
衛
生
同
業
組
合
　
久
御
山
支
部
　
　
　
　
　
　
　

副
支
部
長
　
稲
村
晃
一

い
な 

む
ら 

こ
う 

い
ち

北
に
は
玄
武
、
東
に
は
青
龍
、
西
に
は
白
虎
、
そ
し
て
南
に
は
朱
雀
。

平
安
の
都
で
は
お
馴
染
み
の
四
神
相
応
、
南
に
は
沢
や
湖
沼
が
良
い
と
さ
れ
、

今
も
地
名
に
残
る
巨
椋
池
は
、
湖
と
行
っ
た
方
が
正
し
い
、
巨
大
な
も
の
だ
っ
た
。

そ
の
巨
椋
池
を
干
拓
し
た
久
御
山
の
地
で
、
ひ
っ
き
り
な
し
に
電
話
が
鳴
る
、

人
気
店
と
な
っ
た
料
亭
を
営
む
の
が
、
世
代
交
代
な
っ
た
同
支
部
の
副
支
部
長
。

夜
の
街
か
ら
、
曾
祖
父
か
ら
続
く
家
業
へ
華
麗
に
転
身
、
そ
の
戦
略
と
は
。

久
世
郡
久
御
山
町
佐
山
双
置
１

☎
０
７
７
４（
４
４
）４
５
６
４

11
時
30
分
〜
14
時　

17
時
30
分
〜
22
時（
要
予
約
）／
水
休

京
料
理 

佐
山 

う
を
梅
（
き
ょ
う
り
ょ
う
り 

さ
や
ま 

う
を
う
め
）

料
理
屋
と
な
っ
て
47
年
。
屋
号
は
曾
祖
父
の
名
に
ち
な
む
。

１
万
円
超
え
の
会
席
か
ら
５
０
０
０
円
〜
２
０
０
０
円
台

の
各
種
弁
当
、
お
子
様
ラ
ン
チ
ま
で
幅
広
く
ラ
イ
ン
ナ
ッ

プ
。
う
な
重
や
鯖
寿
司
な
ど
も
扱
う
。
名
代
は
卵
約
５
個

分
と
い
う
重
量
級
だ
し
巻
き
た
ま
ご
。
８
年
前
に
改
装
。

席
数
を
絞
っ
た
と
い
う
が
、
そ
れ
で
も
30
人
〜
40
人
に
は

対
応
す
る

駅
が
欲
し
い
な
、
と
い

う
の
は
あ
り
ま
す
け
ど

ね
。
最
寄
り
の
駅
が
近

鉄
の
大
久
保
か
、Ｊ
Ｒ
の

新
田
か
ら
だ
と
当
店
ま

で
だ
と
２
・
５
㎞
か
ら

３
㎞
ぐ
ら
い
、
京
阪
の

淀
に
な
る
と
５
㎞
超
え

ま
す
か
ら
ね
。
万
博
も

始
ま
り
ま
す
ね
。
宇
治

な
ん
か
は
８
０
０
万
人

ぐ
ら
い
入
っ
て
く
る
と

見
込
ん
で
は
る
み
た
い

で
す
が
、
こ
の
あ
た
り

は
観
光
資
源
に
も
乏
し

い
で
す
し
。

　

無
い
も
の
を
言
っ
て

も
し
か
た
が
な
い
。
飲

食
業
の
不
人
気
も
言
わ

れ
ま
す
が
、
そ
れ
で
も

ま
だ
行
け
る
、
と
思
う

ん
で
す
。
法
事
や
宴
会

で
言
え
ば
、
親
戚
と
か

ご
近
所
付
き
合
い
が

残
っ
て
い
る
で
あ
ろ
う

こ
こ
10
年
が
勝
負
か
な
、

と
。

　

と
も
あ
れ
、
支
部
長

も
替
わ
っ
て
若
返
っ
た

の
で
、
焼
肉
い
わ
む
ら

の
岩
村
さ
ん
が
私
よ
り

少
し
年
長
な
の
で
支
部

長
に
な
ら
れ
ま
し
た
が
、

２
年
の
任
期
ご
と
に
交

代
で
い
こ
う
か
、
と
。

今
の
と
こ
ろ
は
大
ら
か

に
考
え
て
ま
す
。

し
巻
き
た
ま
ご
を
差
し

入
れ
た
り
ね
。
同
じ
よ

う
に
お
寺
さ
ん
に
も
営

業
に
行
き
ま
す
よ
。
市

場
に
も
差
し
入
れ
ま
す

ね
。
何
だ
か
バ
ラ
撒
き

み
た
い
で
す
が
そ
う
で

は
な
く
て
（
笑
）。
要
は

根
こ
そ
ぎ
繋
が
り
た
い

ん
で
す
よ
（
笑
）。

　

も
ち
ろ
ん
、
味
に
自

信
が
な
い
と
や
っ
て
も

効
果
は
な
い
で
す
か
ら
、

日
々
の
研
鑽
と
か
果
て

な
い
努
力
と
か
、
そ
れ

は
皆
さ
ん
と
同
じ
で
す
。

と
に
か
く
、
味
で
も
差

し
入
れ
で
も
、
目
に
と

ま
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
、

お
寺
さ
ん
で
も
業
者
さ

ん
で
も
、
特
に
奥
様
方

は
す
ぐ
他
で
吹
聴
し
て

く
れ
は
る
ん
で
す
か
ら
。

　

地
政
学
的
に
言
え
ば
、
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